
 

【事例１０】ひとり暮らし高齢者等配食サービス事業配

達 
 
実 施 年 度 平成1２年１０月１日 連携・協働形態 委 託 

事 業 内 容 

・実施場所         市内全域 
・対象者           概ね６５歳以上の一人暮らし高齢者 
                   概ね６５歳以上の高齢者のみで構成されている世帯の者 
                   その他市長が特に必要と認める者 
・サービス内容     毎週月曜日から土曜日までの間において，原則として一日おきに

夕食を自宅まで配達する。 
 
連携・協働の 
範囲 
 
 

 
 計 画  実 施 実施後の評価 
 行 政   ○   ○   ○ 
  ＮＰＯ      ○  

 

 

 
 
《行政》 

市町村名 龍ヶ崎市 担当課 介護福祉課 電話 0297-64-1111 

 

■ 連携・協働事業を行ったきっかけ     （ 発意者：行政 ） 

ＮＰＯ法人が設立され，その事業展開の中で福祉に関する考え方や役割などから協働して実施した

ほうが良いと考えたため。 

■ 役割分担 

ＮＰＯ側  ： 配達及び安否確認。 

         調理に要する原材料費等の実費相当分（４００円）の徴収。 

行 政 側  ： 申請の受付けなど。 

      

■ 連携・協働によるメリット等（事業成果） 

特になし 

   

■ 連携・協働する上で配慮した点 

特になし 

 

■ 課題と対応 

    平成１６年度から配食サービス事業は補助対象外となるため，今後は事業内容の見直しが必要。 

 

■ 連携・協働の今後の展望 

    ＮＰＯ法人としての質の問題があり，今後は，民間企業も必要であると考えられる。 

 



 

 

《協働相手のＮＰＯ》 

団体名 ユーアンドアイ 電話 0297-62-2667 

住所 
〒301-0832 

龍ヶ崎市緑町46番地 

 

団体名 あすなろ福祉市民の会 電話 0297-66-2009 

住所 
〒301-0033 

龍ヶ崎市佐貫町751番地1  

 


